
23 － 11
24 － 14
19 － 12
21 － 25
－

審判 主審 副審

若水 南大分
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 14 2 4 0 2 4 ＊ (C) 7 1 1 2 0

5 ＊ 10 0 5 0 0 5 ＊ 15 0 7 1 3

6 ＊ 7 1 1 2 2 6 ＊ 0 0 0 0 1

7 ＊ 10 0 5 0 0 7 ＊ 32 0 15 2 3

8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0

9 - - - - - 9 0 0 0 0 0

10 2 0 1 0 0 10 0 0 0 0 0

11 1 0 0 1 1 11 ＊ 6 0 3 0 3

12 2 0 1 0 0 12 0 0 0 0 0

13 7 1 2 0 1 13 0 0 0 0 0

14 ＊ 27 5 5 2 1 14 - - - - -

15 4 0 2 0 0 15 - - - - -

16 0 0 0 0 1 16 2 0 1 0 0

17 3 0 1 1 1 17 - - - - -

18 0 0 0 0 0 18 - - - - -

87 9 27 6 9 62 1 27 5 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル

Copyright(c) 2010 Yuzo Kosaka All Lights Reserved Vol.0063b

３日目 女子準決勝

結
果 (大　分)●

3GA1
期 日
試合区分

○

警告：合計が違います

2010年（平成22年)8月25日(水) 9:30

(愛　知)

若水 87

会 場 広島県立総合体育館

 熊谷　綾乃

62 南大分

警告：合計が違います

加藤　優希

小林　由希

宮田 明日香

大西ムーア ノエルふゆ

高辻　真子

八尋 加那子

北原 あゆみ

後藤  優飛

児玉  樹里

酒井　彩等

渡辺　好美

広島

戦　　評

瀬山  英則杉浦　裕司

合計

記載者 工藤  一幸 （所属）

コーチ

合計

鐘ヶ江 さゆり

加藤 宇希波

 田邊 真由美

杉浦　百香

竹　  萌実

井澗　絢音

選　手　氏　名

下高  美咲

コーチ

平迫    蒼

近藤  有紗

瀬山    楓

石井　杏奈

村上  由華

吉田  真弓

舟橋　海友

後藤    優

選　手　氏　名

足立  結唯

芳山  愛実

井上  春佳

藤柴    愛

毛利  葉月

　女子準決勝Aコートは、東海ブロック代表若水と、九州ブロック代表南大分の一戦になった。１Q、若水は序盤から
オールコートゾーンプレスDefでプレッシャーをかけ、流れをつかむ。＃１４の３P、＃５、＃７のゴール下など早い展開
から得点を重ねる。対する南大分は＃７のポスト、＃５の３Pで攻撃するも単発となり１分３１秒、若水１８－７南大分と
なったところでタイムアウト。その後、南大分は＃７の得点でなんとかくらいつき若水２３－１１南大分で終わる。２Q、
南大分は＃７を中心に攻撃を組み立て＃５、＃１１が得点していくが、若水は激しいDefでスティールから速攻を決
め、追撃を許さない。終盤、勢いに乗る若水は、＃１４の３P、＃４、＃５の得点で一気に点差を広げ、４７－２５で前半
終了。
 　３Q、立ち上がりから若水は早い展開で＃１４、＃４、＃７が得点を重ねていく。南大分も＃７のポストプレーで得点
しようとするが、Defのプレッシャーが強くなかなか得点できない。残り３分、６２－２９と点差が広がる。ここから南大分
は、若水のミスをつき連続で速攻を決め、６６－３７で３Qを終わる。４Q、南大分は＃５の速攻、＃７の得点で点差を
詰めようとする。若水は、２年生中心のメンバーで応戦し互角の展開に持ち込む。終盤、南大分は意地を見せ、全員
でDefをがんばり、＃７、＃５の連続得点で反撃するも若水の勢いを止めることができず、８７－６２で若水が決勝へと
駒を進めた。
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